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現
在
、
大
野
城
市
が
目
指
し
て
い
る
新
し
い
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
に
よ
る
『
共
働
』
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
を

目
指
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
新
体
制
発

足
を
記
念
す
る
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
式
典
が
、
５
月

５
日
（
木
・
祝
）
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
こ
れ
に
併
せ
て
、
毎
年
こ
ど
も
の
日
恒
例

の
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
無
料
開
放
が
行
わ
れ
、

記
念
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
広
場
（
軽

ス
ポ
ー
ツ
体
験
会
）
も
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、

た
く
さ
ん
の
小
学
生
に
ダ
ー
ツ
や
ス
ト
ラ
ッ
ク
ア

ウ
ト
な
ど
の
競
技
を
体
験
し
て
も
ら
い
ま
し
た 

 ◇
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
式
典 

 

多
目
的
室
で
行
わ
れ
た
式
典
で
は
、
ま
ず
、
東
日

本
大
震
災
で
の
犠
牲
者
の
冥
福
を
祈
り
、
１
分
間
の

黙
と
う
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
県
議
会
議
員
・
市
議

会
議
員
を
は
じ
め
、
中
央
地
区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
に
尽
力
い
た
だ
い
て
い
る
多
く
の
方
々
に
参
列

し
て
い
た
だ
き
、
最
後
は
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
で
新
し
い

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
始
動
を
祝
い
ま
し
た
。 

 

◇
記
念
イ
ベ
ン
ト 

 

式
典
の
終
了
後
、
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
や
多
目
的
室

に
お
い
て
、
中
央
地
区
の
小
学
生
を
対
象
に
し
た
ア

ン
ビ
シ
ャ
ス
広
場
（
軽
ス
ポ
ー
ツ
体
験
会
）
が
行
わ

れ
ま
し
た
。 

 

ま
ど
か
弓
・
ダ
ー
ツ
・
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
・
ス
ト
ラ 

        

ッ
ク
ア
ウ
ト
・
ユ
ニ
カ
ー
ル
と
い
う
５
種
目
が
開
催

さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
競
技
を
体
験
し
て
も
ら
い
、
得

点
を
競
い
合
い
ま
し
た
。 

イ
ベ
ン
ト
の
最
後
に
は
、
参
加
者
全
員
を
対
象
に

し
た
抽
選
会
や
、
得
点
上
位
の
参
加
者
へ
の
記
念
品

授
与
が
行
わ
れ
、
ホ
ー
ク
ス
戦
の
チ
ケ
ッ
ト
引
換
券

な
ど
は
じ
め
と
し
た
記
念
品
が
配
ら
れ
、
大
変
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。 

 
 

新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の 

グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
!! 

 
記念イベントの模様（写真：ストラックアウト） 

◇
安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
… 

５
月
12
日
（
木
）
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
、
筑
紫
野
警
察
署
地
域
第
一
課
の
白
木
原
交
番

中
野
警
部
補
他
２
名
の
署
員
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
委

員
会
及
び
市
の
安
全
安
心
課
生
活
安
全
担
当
者
で
、
平

成
23
年
度
第
１
回
目
の
「
白
木
原
交
番
連
絡
協
議
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。 

大
野
城
市
内
に
お
け
る
該
当
犯
罪
の
発
生
状
況
は
、

平
成
23
年
１
～
３
月
期
の
集
計
で
は
、
前
年
と
比
較
し

て
32
件
（
18.3
％
）
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
オ
ー
ト
バ

イ
盗
、
ひ
っ
た
く
り
及
び
性
犯
罪
は
逆
に
増
加
し
て
い

ま
す
。
な
お
、
市
内
で
発
生
し
た
街
頭
犯
罪
を
市
内
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
別
に
み
る
と
、
中
央
地
区
で
の
発
生
件

数
が
市
全
体
の
51
％
と
、
過
半
数
を
占
め
て
い
ま
す
。 

「
白
木
原
交
番
連
絡
協
議
会
」
で
は
、
こ
の
よ
う
な

街
頭
犯
罪
を
抑
止
す
る
と
と
も
に
、
安
全
安
心
の
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
白
木
原
交
番
の
署
員
に
よ

る
パ
ト
ロ
ー
ル
等
の
強
化
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
の
青
色
パ
ト
ロ
ー
ル
カ
ー
に
よ
る
地
域
巡
回
に
今

後
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。 

地
域
の
皆
さ
ん
の
周
り
で
困
っ
て
い
る
こ
と
や
犯

罪
情
報
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
白
木
原
交
番
や
公
民
館
へ

ご
連
絡
願
い
ま
す
。 

 

白白

木木

原原

交交

番番  

５５
８８
２２
‐‐
９９
２２
３３
４４  

筑
紫
野
警
察
署  

９９
２２
９９
‐‐
００
１１
１１
００ 

 

 

オートバイ盗に注意！ 
●バイクには複数の鍵をつけ、バイクから

離れるときは確実にロックしましょう。 

◇
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

休
館
日
の
お
知
ら
せ 

６
月
の
休
館
日
は
、
21
日
（
火
）
で
す
。  

 

 

◇
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で 

住
民
票
な
ど
を
発
行
し
て
い
ま
す 

中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
と
し

た
、
市
内
４
ヵ
所
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
内

の
地
域
行
政
セ
ン
タ
ー
で
は
、
住
民
票
な
ど
を
発

行
し
て
い
ま
す
。
市
役
所
の
業
務
時
間
外
で
あ
る

夜
間
や
土
日
祝
日
も
発
行
し
て
お
り
、
利
用
者
の

方
々
に
大
変
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

 

発
行
で
き
る
証
明
書 

◇ 

住
民
票
の
写
し 

◇ 

印
鑑
登
録
証
明
書
（
登
録
カ
ー
ド
が
必
要
） 

◇ 

登
録
原
票
記
載
事
項
証
明
書 

◇ 

所
得
（
課
税
・
非
課
税
）
証
明
書 

◇ 

納
税
証
明
書
（
市
県
民
税
の
み
） 

※
所
得
及
び
納
税
証
明
書
は
最
新
分
の
み 

で
、
過
去
の
分
は
発
行
で
き
ま
せ
ん
。 

 

上
下
水
道
料
金
の
お
支
払
い 

必
ず
納
付
書
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。 

 

【
受
付
時
間
】
午
前
９
時
～
午
後
９
時 

 
 

な
お
、
毎
月
第
３
火
曜
日
及
び
年
末
年
始
は 

 
 

休
館
日
で
す
。 

 

性犯罪に注意！ 
●夜間はなるべく人通りの多い明るい道を

通り、周囲への警戒を怠らないようにし
ましょう。 

●外出には防犯グッズを携帯し、とっさの 
場合にすぐ使える練習をしておきましょう。 

ひったくりに注意！ 
●後ろからバイクや車で近づき、バッグをひっ

たくる手口が多いようです。徒歩の場合は、
バッグを車道の反対側に持ったり、肩からタ
スキ掛けにするなど気をつけましょう。 

●人通りの少ない道を避け、近づいてくる
バイクや車の音に気をつけましょう。 

◇
今
年
の
夏
は
節
電
・節
水
に
ご
協
力

お
願
い
し
ま
す
!! 

東
日
本
大
震
災
に
端
を
発
し
た
福
島
第
一
原
発

の
事
故
や
、
静
岡
県
に
あ
る
浜
岡
原
発
の
停
止
な

ど
、
全
国
的
な
電
力
不
足
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
最
近
の
少
雨
傾
向
に
よ
り
、
ダ
ム
の
貯
水

率
は
低
下
し
、
水
不
足
も
警
戒
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
、
電
気
・
水
と
も
多
く
利
用
さ
れ
る
季

節
を
迎
え
ま
す
。
今
年
の
夏
は
、
よ
り
一
層
の
節

電
・
節
水
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

◇中央地区コミュニティ定期総会を 
開催しました 

５月７日（土）、中央コミュニティセンターで『平成 23 年

度中央地区コミュニティ総会』が開催されました。 

この総会では、承認事項として平成 22 年度の事業報告と決算

報告がなされるとともに、議案として平成 23 年度の事業計画

案と予算案が執行部から提案され、すべての事項が承認され

ました。 

平成 23 年度は、従来から継続されてきた市民、団体及び関

係機関と連携しての文化的で明るく住み良いまちづくりの実

現を目指しての各部会の各種事業の企画運営と併せて『新し

いコミュニティによる共働のまちづくり』の実現に向けての

事業内容となっています。 

また、昨年度からの新規事業として開設され、コミュニテ

ィセンターのふれあいホール開放によって毎日大勢の子ども

たちで賑わう『アンビシャス広場』は、子どもの放課後の居

場所づくりと健全な育成を目的として、平成 23 年度以降も 

継続することとなりました。 

なお、平成 23 年度の中央地区コミュニティの役員は以下の

とおりです。 

 

会 長 勝野 敏之（下大利区） 

副 会 長 山川 拓也（下大利団地区 福祉部会担当兼務） 

会 計 前﨑 邦明（東大利区） 

体 育 部 会 担 当 井上 一雄（上大利区） 

文 化 部 会 担 当 嘉村 孝（白木原区） 

青少年育成部会担当 大庭 信一（瓦田区） 

※事務局長 高原 學 


